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理学療法士養成校の学生はいかにして国家試験を乗り切るか？
―学習動機づけに着目して―

○成田亜希（白鳳短期大学） 宮本友弘（東北大学）

キーワード：国家試験，学習動機づけ

目 的

理学療法士養成校の学生には卒業年度の 月に

国家試験が待ち受けている。養成校では概ね半年

前の 月頃から本格的な試験対策が開始されるが，

学力水準の低い学生の多くは，即座に「受験モー

ド」に切り替わるわけではない。一定期間過ぎた

後，勉強に対するやる気や自信を示し始める。こ

うした国家試験に対する心理的な転換はいつ，な

ぜ生じるのであろうか。そのメカニズムを解明す

ることは，学生の多様性が広がりつつある養成校

においては重要な課題である。そこで，本研究で

は，学習動機づけに着目し，国家試験受験勉強の

過程でどのように変化するのかを探索した。

方 法

調査対象・手続き 理学療法士養成校（ 年制）

に 年～ ＋ 年に入学した 名を対象に

最終学年の 月， 月， 月に模擬試験を実施し，

その 日後に質問紙調査を行った。なお，本調査

は白鳳短期大学 倫理委員会の承認を得て実施し

た。

調査内容 ）学習動機づけ 速水・田畑・吉田

（ ）が自己決定理論に基づき作成した動機づ

け尺度を理学療法士学生用に修正して使用した。

外的，取り入れ，同一化，内発の 因子，各 項

目。（ ）模擬試験の出来 「よくなかった」～「よ

かった」の 段階評定。（ ）国家試験合格の自信

「全くない」～「非常にある」の 段階評定。

結 果

月の模擬試験成績の中央値を基準にして，成

績上位群と成績下位群に分け，各変数について群

×時期による分散分析を行った。

学習動機づけ（ ）では群または時期の

主効果が有意で，（ ）外的では，上位群＜下位群，

月＜ 月， 月，（ ）取り入れでは，上位群＜

下位群，（ ）同一化では， 月＜ 月＜ 月，（ ）

内発では，下位群＜上位群， 月＜ 月， 月で

あった。

模擬試験の出来と合格の自信（ ）では

群×時期の交互作用が有意であった。単純主効果

検定の結果，両変数とも， 月は成績上位群が下

位群よりも有意に高かったが，下位群の伸びが大

きく， 月は上位群と下位群の差は有意ではなか

った。

考 察

受験勉強開始 カ月後，学習動機づけについて

は，成績に関わらず統制的な動機づけ（外的）が

弱まり，自律的な動機づけ（同一化，内発）が強

まるようであった。また，学力水準についての自

己評価（模擬試験の出来と合格の自信）は，下位

群において， 月以降著しく高まった。今後はこ

うした学生の内面の変化に，教員がどのような影

響を及ぼすかを明らかにしたい。

学習動機づけの変化 試験の出来，合格の自信の変化
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特別支援教育の作業学習（窯業班）における職能形成
―「型」の視点でとらえる伝統工芸技術の伝承―

永井弘人（愛知教育大学大学院）
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目 的

模倣を繰り返し，技能の修得を経て，自立する

過程は，伝統芸能と職業教育に共通する点が多い。

知的障害特別支援学校における作業学習では，師

匠―弟子の関係はなく，一芸の達人を目指しても

いない。しかし，目標の難易度は別にしても，技

術の獲得とともに内面的な成長などは，作業学習

と伝統工芸施術の伝承（「型」を身につける過程）

に通底しており，その精査は，知的障害の生徒の

「学び」に寄与することができると考える。

本研究の実践は，愛知県 A 市，岐阜県 B 市など

窯業が地場産業として盛んな地域に隣接し，伝統

工芸技術が数多く伝承されてきた地域である。こ

のような地域的な特性は，職業教育に関連した作

業学習などの学習場面にも反映されている。

したがって，本研究では，伝統工芸技術の伝承

をわざ言語（生田（1978））やオノマトペ（高野等

（2007））を授業改善の具体的手立てとして導入し，

授業実践を通してその有効性を検証する。

方 法

対象生徒（窯業班）

本班は，2 年生 4 名，3 年生 4 名計 8 名（男子 4
名 女子 4 名）で構成され，障害の種類，程度，

作業経験は多様である。この学習集団は作業学習

時のみの集団である。

手続き

窯業班の授業として 月から 月にかけて行わ

れた実習日誌の平均点の比較において顕著な上昇

がみられた項目を比較検討した。

なお，本実践では，以下のようなオノマトペや

「わざ言語」を使用した。

・ 使用したオノマトペの一例

「初めはソッと，二回目はグサッと」

成形道具を均一に使用する場合

・ わざ言語の例とその活用の一例

「土をコロス」

（粘土の表面を滑らかにする場合）

結 果

月から 月に実施した実習日誌（ ）の

生徒自身による評価を比較して，平均点が大きく

上昇した項目は，「型紙を利用して～」と「道具類

の操作～」である。この か月で基本的な成形技

術が身についたと評価できる。

実習日誌における生徒の平均点

考 察

「わざ言語」とオノマトペは，いずれも身体動

作をよりイメージしやすい形で伝えることができ

る点で共通するため，作業学習の道具や材料の扱

い方や操作方法の理解に活用し授業改善を図るこ

とができ，その習得に寄与したと考える。
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４：よくできた ３：だいたいできた

２：あまりできなかった １：できな

かった

生徒平均

月 月

進んで仕事に取り組めたか

型紙を利用して均一な大きさの成形

ができたか

道具類の操作を正しく行い，安全にこ

ころがけたか

作業の流れを理解し，分業作業の交代

はできるか

準備・後始末・清掃は，自主的，効率

的にできたか

あいさつ返事は，相手を向いてできた

か

身だしなみはきちんとできたか
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